
　「玉湯水道事業の創設」  昭和38年（1963年）4月 供用開始

　宍道湖南岸の玉湯町林地内より湧出する地下水を水源とし、計画給水人口4,300
人、一日最大給水量900㎥の簡易水道として昭和36年に着工、昭和38年4月1日に供用
開始した。
　上の写真は、柳井水源地内に設置した勾玉形の貯水槽（300㎥）
　下の写真は、玉造浄水場（昭和44年度完成：浄水能力1,800㎥/日）
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